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批
准
の
日
に
出
す

執
筆
は
文
粗
自
身
の手
で

國民実賎要項

,教
青
勅
語
に
か
わ
る
べき
道

徳
燦
範
を
し
k
い
う
大野
・～明

に
た
い
す
る
賛
論
両論
が、
新

聞
、
雑
誌
紙
i
を
か
洩
り、
そ

の成
伺か
住
目
さ
れ
て
い
る
が
バ月

接
牧
す
で
に
四
万
坪
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全
国
で

一
万
七
千
坪
を
交
渉

最
可
螢
察
予煽
隊
の
拡
奮

に
ご
も
な
い学
校
施
設
の
接取
か
続国
各
地
に
起
り
、
交部
省
や
学
校
当
局
に
大
き
な
衝
繋
をあ
た
えて
い
る
.
予
備
隊機

構
拡
大
のた
め
に
栢
古か
必
要
に
な
っ
て
いる
か
縫
済
的
、
時
間
剛
に新
築
が
困
難
な
た
め
、と
り
あ
えず
旧
軍
事
施
設
を接
収
し
て
い
る
と
い
りが

会
館
問
題

全
学
的
な
運
動
に
発
展
した
芦
大
楽
及

会
館
間
題
は
そ
の
後
寮召
の活
溌
な
動

きに
よ
り
、
返
還
の署
名
は各
学
部
教

授
を
は
し
め
【
卜
数
名
の教
官
を
3
く

め
て、
す
で
に
一日
現府
】r
キ
突
破

し
た
.
}力
寮
で
は
試
験
も
は
じ
ま
つて
い
る

のに
柏
変
ら
ず
華
や
か
な音
楽
や
ダ
ン

スの
膏
が
聞
え
る
の
で
十
九
日
(ヒニ)

有志
数
名
が
同
会
館
に
赴き
、
マ才
1

靴
軽
の脇
肇
葎
鰹

り
、
また
寮
の
窓
か
ら
皆
て
、静
か
に

し
てく
れ
、
会
館
浄
遠
せ
」
と叫
ぶ
な

ど
,な
にが
な
ん
て
も
返
し
て
も
りう

の
だ
」
と張
り
切
つ
て
い
る
。

一各
学
部
自
治
会
、
同
学
会
で
も
「寮

生
だ
け
で
はだ
め
だ
」
シ壷
}名
運動
を

は
じ
め、
各
学
部
の
教
綬
ら
に
協
力
を

訴
え
て
い
る.

擬
接
収
は
チ
備
隊
衿
備
の
昨

始
め
り
れ
、
年
校
、
掌
牛
の

反
対
運
動

を
ま
き
お
こ
し
て

年
十
月

反
対

の
ス
ー
ラ
イ
キ

手
隼
県
久
単
浜

の
水
薦
大
学

=
=
一一層二
一鱒,=薗一一=
一一一扁二
一一二
一一二一=
一一一二
騨一二翻
=一璽一一魑二
二
=
二
二二
一一一=
ニ
一二
一二
;

平
和
条
約
」
の
締
結

さ
れ
た
日
本
て
き
れ
き

れ
こ
空
襲
を
つ
↓
ズ
る

ぶ
き
み
な
サ
イ
レ

ノが

な
り
ひ
び
い
た
.
九
月

封
六
日
夜
東
京
都
▽
川

某
地
を
中

ー
に
十
径
ー

マ
イ
ル
の
て
羨
ご

」.

こ
の
夜
疏
川
こ
は
と
近

ー1
●
ー

●

"そ

の
公
務
執
行

は
不
法
"

ロ

円
山
事
件
公
判
の
最
絡
弁
論
絡
る

さ
き
に
求
刑
の
あ
つ
た
円
山事
件
の公

く
ま
で
真
相
を遣
及
、
バ
ク
ロ
し
糺
弾

判
⇔閥垣
裁
判
長
係
)
は
九月
∵
エ
ハ
に
Ψ
ち
⊥
る
」
と検
騒
側
を
非
難
、
ま

日
午前
†
一時
よ
り
一鑑

舐
た
吉
村
特
別
弁
警人
は教
官
の
守
場
か

廷
で、
労
働
者
、
学
生
の
き
つし
り
傍

ら
,学
牛
が学
内
の
7
利
講
演
会
か
り

聴席
に
つ
まる
う
ち
に
、小
林
、
能
勢

円
川
へ
向
つ
た
こと
は
決
し
て計
圃的

　　
ゼ
　
と
む
ヰ
お
　
へ
ぢド
　

な
も
の
で
なノス
ま
た
ハぐぢ
が
　む
を

鷲
鑓
擁
慧
蓉
廼
.雛
難

な
お
の　
ヘロ
は
キ
　

い
よ
り
　は

　
まガ
が
　
ポ
で
あ
り
へ
てれ
に
よ
つ

灘
説蹴
脇鐡
締繰
顯
擦
黙

運
動中
L
も
つ
と
も
記
念
さ
る
Nき
も

判
決
の
下
る
のは
ム
月
i
旬
の
も
よう

のに
な
る
で
あ
ろ
う
。
われ
ー

は
あ

で
あ
る
.

は
「力坪
を
接
収
さ
れ
、
ほ
か
に
愛知

「学
芸
大
は
ハ千
力百
坪
を
、
全
沢
大
瓦

千
坪
、商
船
よ

F
坪
、
広
隔
犬
四
F

百
坪
、
大
分
大
は

千
坪
串接
収さ

れ、
さ
ら
に
旧
軍
施
設
転
用
の
各
学校

に
も
お
よ
ほ
うと
し
て
い
る
。圏一一;
一二

同
夜
午後
八
時
吹
き
な
ら
六
れ
る
サ

イ
レ
ン
と
、も
に
両
地
域
は
交
通
機

関
ナ藤
い
て
各
戸
い
つせ
い
に
逆
融

幕
を
は
リ
ギ時
間
の間
暗
蠣
ー
包
ま

れ
た
が
、

僑
大
学
加
水
、
中和
、

一橋
一寮
の
み
は

協
力
」
を
拒否

識
和
批准
の日
こ
ズ
相
の
名
で
国
民
実

緊

菟
・
、
麗
の
黒
幕
血

吉

の講

会
膳
轟

籍
雲

た
.
の
屡

藷

車

.脈

欝
璽

た
る
動
機
に
つ
い
て
は、
告
円
首
帽
か

ろ
高
瀬
前
文
椙
に
論
が
あ
つた
こ
レ
も

あ
り
、
教
肴
勅
語
に代
る
べき
、
日
常

4
活
設
計
の
拠
り
と
ころ
を
小
ノて
ほ

し
い
と
い
つ声
に
こた
冗た
も
の
て
、

執
筆
に
は
大
野文
桐
臼
身
が
あ
プ
る
乏

吾
つ
ご
い
る
◎

"交
渉
は
文
部
省
に
汐

誤

分
校
の
小
璽

間
状
に
回
答

環
大
若田
分
校
自
治
会
常
任
委
員
会
は

さ
き
に
日米
蘇
潭
厚
牛
研
究
会
に
対
し

図
樽
館廃
ぬ
閻題
、
ア
ル
バイ
ト
厚
聾

問
題
、藁
友
館
問
題
等
に
つ
い
;
公
開

質
問
状
を発
し
て
い
た
が
、
二
日
午
後

本
部
輔灘
部
長
璽
に
て
日
本
人
側
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
井」
京
友
教
授
(農
)
と
会

見

そ
の
同
答
ヰ震
け
た.

研
究
会
爪聞
に
つい
て
は
↓傭
名
の

久
郡
建

輔
導
運
営
委
員
含
」直

接
変
渉
し
て
も
りいた
い
。
わ
れ
わ

れ
に
は
こ
の
楡限
はな
い
が
研
究
会

の
内
容
な
り伺
時
で
も知
ら
せ
る
こ

と
は
で
き
る
。
ま
た
ア
ル
バイ
ト
学

牛
、
奨
勝
命
増
額
の問
題
は
日
本
と

ア
ズ
リ
カ
で
は終
済
状態
が
余
n
に

一=一=ニ「=一「==一曽=

この
ご
と
を
知
つ
た
如
水
寮
で
は
ナ

四
日
委
員
会
で
反
対
を
決
議
、即
時
ビ

ラ
貼
り
な
ど
岸
は
し
め
る

方、
他
の

一構
、
巾
和
各
寮
萎
員
と
と
も
に
揮
事

会
に
哺硬
な変
渉
を
つ
＼け
「
i
六

日
午
に
辛
つ
て
鐸牛
側
の

電
源
を
切

一一一一一=
ニ
一一二=
一一二
二
騨二
=
=
:
==
一二
,ニ
一一二
二=
二
胴=
一一二
一二
二
=

雨

中

に

フ
ァイ
ァ
ー
ス

も
か
け
は
な
れ
て
い
るた
め
米
入
講

師
に
話
し
て
も
は
つ
キ
り解
ら
な
い

ン魚
ろ
.
が
増
額
運
動
を
する
の
は

れ

悪
く
は
な
い
.

単
内
規
則
、
学
内
諸
施
恥,の問
題
は
学

内的
に処
理
す
べき
問
題
で
あ
る.
環

友会
館
に
つ
い
て
は
ロ
イ
ド氏
の見
解

と
同
し
てあ
る
。
C
・1
。F勧
告
に

つ
い
て
はあ
ま
り
関
係
し
な
い
が
、廃

趣
教
段
、腸
生
の
追
放
が
σわ
れ
る
ζ

は
思
わ
な
い.
レ
ギ
、ラ
ー
の
研
穿
で

あ
れ
ば
どん
な
研
究
で
も
訥
さ
る
へ
き

だ
か
hだ
、簿
であ
つ
た
.

な
お
自
治会
常
任
委
戯
会
は
四
日
井
ー

教
授
を
通
じ
て米
人
講
師
レ譲
談
す
る

予
定
て
あ
る
.

一一二=一一=

各
寮
で
は
た
＼
ち
」貴
崖
大
会
を
ひ

らき
協
議
を
つ
＼
け
た
が
、
鰹尺
畳

制
㌢
施
時
間
に
な
つ
た
の
で
そ
れ
モ

れ
「唇
生
の
自t
的
判
励
に
任
ξ
」

な
い
し
「寮
と
し
て
は
協
か
せ
ぬ
」

こ
と
に
な
り
、け
つ
き
ょ
・、隣
火
管

ト

ー

ム

一保
健
所
の
不
手
際
L

に
反
駁
す

唾
部
の
教
揚
係
口
て

い。
な
秤
身
林
検
脊
か
臼
わ
れ
学員
検

診
一暖
け
る
よ
・♪掲
刀六
ど
のん
仏に

より
そ
の
徹
砥
を
期
し
た
が

牛
は受
検
し
な
か

数
て」
った
の
て
暮
濟
ド
よ
っ
て暖
検

で
きな
か
った
名
こ
つ
い
て
は

轡
の提
出
てそ
の
都
度
、
保
健
肋宛
に

依
類
吠
序発
仔し
棟
診
申
受
け
り孔
る

よ
5便
肖
岸譜
り
イ
月
の
什
暇
に
入
る

膚
前
ま
で取
扱
った
。
乙

わ
ら
ず
、な
お受
検
ー
な
い

牛
が
最近
毎
日
数
人
身
体
襖
氏
ル凄
け

た
い
か
り
と依
頼
状
を
取
り
に
裏
る
.

一一二=
=
;
=
一一二
=
一一二
,

◇
描
蓮
欄
投
稿

事
情
を
聞

、ヒ
い
ず
れ
も
就
職
一
身
体

庫
歓

電
す
▼
字

検
纂

か
必
要
な
た
め
て
あ
る
。
二
れ

数
八
百
、'以
内

レ
の
人
は
、
ψ9
て
り

就
購
な

}て
必

▲
紙
ー
匿
名
甫

要
に
迫

,
叡
な
か

、
た

'
、
い

川

ヰ
友
に
～
て
呼
び
か
け
=
‡
、
目
ぢ
キ

リ

感
、
}
}逆
、

鋲

o

孝
i
.
ー

監
置」ψノ
し

}
れ
と
同
し
よ
,
申
、「

か
μ
頗
↓

弍

た

の
響

時
・
衝

の
発

匂
荷

駐

起

る
.
へ・
夜
帰

る

2
一
の
臼
の
争
後

'
な

.
て
、
窒
口
こ
わ

カ
け
て
、
ム

誘

字

芝

発
喜

よ

し

。
警

か
あ
の

た
。
限

れ
た
日

前
に
申
込
ん

で
あ
る
の
か

〆
発
付
す

る

の
て
必
ず
し
も

こ
れ
甲
紀
し
㍉
れ
な
、

、
當

こ
と
も
あ
る
・曽

て
も
由
込
まれ

た

り
礁
実
に
お
渡

て
畳
る
の
て
∂
0

ま
た
学
鞠
脅
効
噸
間
は
嘉

右
日

肴

カ
月
間
使
用
で
き
る

の
て
あ
る
.

れ
こ
も
か
Σ

学
4
諸
君
も
琳
務
血
尼
対
し
て
、
%

部
の
学

り
ー
て
も
ら
舜
ば
、
も

,

}う
ま
ノ
h

の
て
は
な
い
だ
う
つ
か
.

考
キ
促

τ
た

い
.

(α

・
M

・
K
)

●
ー

●
I

I
l

,対
日
講
和
に
つ
い
て

】

平
和
講
演
懇
談
会

九
月

i
力
日
党左
法
絡
第

教
写
で

は
午
後

時
よ
り
同岸
会
ヤ
催
の
乎
和

講
演
、
覗
談
会
が
ひ
,か
れ
た
。

集
っ
た
灘
4
約

白
、講
師
の田
村
松

平
、
井
L
健
、
田
畑忍
、前
芝
確

氏

つの
,対
日
溝
和
に
つ
い
てL
の
講
演

;二一一一二;=ニ=ニニ
二

前
に
し
の
つ
ノ＼雨
の
中
序築
り
大
焚
火

を
た
き
.
消
防
自
動
車
や
ンー
ブ
が
か

け
つけ
た
と
き
は
人
影
なく
、
喜
幽
輔

導
課
長
も
伊
観
し
た
に
且
ま
つた
。
そ

のほ
か
、協
11
せ
よ

と
の大
学
側
掲

示
は
い
つと
も
な

は
が
さ
れ、
療
側

の
ビラ
が
知
レぬ
5
ち
に
貼
りれ
る
仙一

と
で
夜
は
終
つ
た
が
、塀
4
側
で
は

こ
の
よ
♪の愛

管
制
は
今後
も
し
は

し
ばb
わ
れ
る
も
の
」み
、
さき
ころ

国
ウ
の
特
飲
街
化
に
反
対
し
て勤
い
た

市民
組
織
な
竺
に
も
τ
ナき
し
の
へ、

今
回
も
協
力
方
に
つ
い
一亀

強
力
な

勧
告
を
仔つ
た
軸
察
『局
に
対
仇
す
る

気
配
序
けせ
て
い
る
。

タ

X

メ

X

が
}て
れ
アて
れ
あ
り
、
熱
兆
な
閉冊
疑
玩
答

が
父
さ
れ
て
同
1ー
時
散
会
し

プ
。

エ
ス
語
で

一原
爆
之

図
」
海
外
へ
紹
介

京
大
エ
ス
ペラ
ン
ト
会
ぱ
ハ
月

-日

ご
ろ
丸
取、
詐
松
両
圃
伯
の

騒

～

鵬

有

斐

閣

鱗

糟

購

自

衛

権

融

八
眠

国
際
ー和

婦
拘
」
る
r
}
肖
衛権
ま
幣

に
り
制

横
田
菖
三
郎

ヤ
臼
飛
用
か防
H
レ
ー-
ね
ぽ
な
k
ぬ
。
新
聴ガ
と
の

関
係
ご
も茜
ノ
面
d褐
の
穿
題
の暗

の研
究
陸
。

近

代

自

然

法

学

の

発

展

醗

四伍
融

自
駄
ソ
闇関
す
る
研
穿
ぱ
新
艇
洋
の
尉
堤
七
＼も
}

骨

一、霞
毒を
も
つ
てキ
た
本
舛
は
この
力
面

和
田
小
次
郎

一
わ
寸
.り研
奔
の
始
ん
ど
㎎

の
体平
轡
てあ
ζ
。

周

会

思

想

史

鍵
い

別伽

㎝
船

ー
と
二
湾
本
ー舞
腎
済
の
肝
国
イ
ギ
リ
スを
mTb

こ
近
岱
患
の変
錯
レ罪
展
過
程
ナ名
影な
る
背
景

大
河
内
一男

の
中
に
捕出
し
#
代
頃
想
の
系
諸
轟明
小せ
ら
る
●

所
得

.雇
傭

及
び
公
共
政
策

倦

融

綜
陥

永
田

庸

ハ
ノ壽
♂教
授
環
暦
記
今
倫
交
簗
。
搬
近
の経
痩
ゴ

舛
の
代
表
作
て重
畏な
現
㌣
問
題
の
理
論解
朋
の
書

都
留重
人
監
修
訳

齢毒

前線
の
ー
ハ梅
威
の
珠
ヒ
の
論
交
を収
む
.

図

L
ハ
ガ
キ
版
に

エ
ヌ

ペ
ラ

ゾー
の
詔

釈

蒋
っ
け
、
四
枚

一
組
て
発
行
r
、
海

外
へ
紹
介
‡
る
}
と
に
な
つ
た
。
ま
た

丁
ア
・
ラ

ノヂ
プ
ー
の
学
牛
の
テ
ド
よ

つ
て
、
雑
誌
世
界
の

日
月
の
得
縣
名

か

,

氏

の
意
開
を

ズ
っ
び
、
T

ヌ

、
ツ

〆
i

源
沢
外
国
庁
お

る

ド
し
た
。
前
二
仁
ズ
5
れ
た
T
フ
轟

一
わ
だ
つ
み
の
こ

ズ
し抄
訳
は
、
ー
月
ζ

に
海
外

込
れ
る
よ

,
に
な

つ
た
。

繭騨
糠
懸
のっ

灘
癩
聾
難

顯

一

こ
の
燈
火
管
制
は

九
月

-
日
附

し
、
闇
に
満
び
ー
る

寮
の
火
に
寮

る
こ
と
は
牽
4

目
沿
樒
の
侵
害
で
あ
る

制

の
時
間
中

↓
橋
大
各
寮
の
全
部
屋

「
朝
日
こ
紙
に
よ
る
と
存
川
、
入
間

牛
の
貼
っ
た
「消
す
な
平
利
の
門
ナ.こ

」
と
の
丁
張
が
と
お
り
、
日
紙
に
か
え

は
さ

冗
き
る
も
の
も
な
い
元
に
輝
い

(塒
丁
)

両
米
軍
基
地
司
今
官
か

り

の
ビ
ラ
が
昭

っ
さ
れ
て
い
た
。

ン

盛

務
委
員
会

の
裁
決
を
仰
い
だ
結

た
.

知
事
あ
て
発
せ

り
れ
た
目
発
帥
協
刀

は
し
め
要

祠
に
対
し

柵
火
学
当
局
は

果
寮
だ
け
は
電
源
を
切

ら
な
い
こ
と
に

な
か
で
も
中
翻
寮
の
有
も
、
一、

ー

各

の
要
悔
に
よ
り
行

わ
れ
た
も
の
で
、

電
源
を
切
る
こ
と
を
決
定
ー
て
い
た
が

な
っ
た
.

と
如
水
炎
舵
七
、
八
名
は
辱
門
部
正
門

■≡
≡
≡
…
=
≡
一一一…
≡
三
≡
=一"≡
一一…
≡
;≡
一昌
≡
■=
一≡
一一乙
≡
3
≡
一≡
一一≡
≡
=
一一≡
≡
=
=
儒囎一一幽冨
=
:
。一一一≡
≡
伽一;≡
≡
一3
≡
≡
3一,3
3
騨…
;
=
3
■≡
≡
一■=
■一一一≡
一≡
■≡
一=
=
≡
一≡
■一一≡
=
=
一≡
≡
;
≡
≡
=
一一■冨
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寺
井
君
控
訴
さ
る

川端
富
偉
、
小
林
君
の
方
は
上告

さき
に
判
決
の
あ
つ
た
川端
事件
の京

大
生
寺
井
茗
(鉦
罪
)
は
こ
のほ
ど
険

察
側
よ
り
控
訴
が
な
さ
れた
.

ま
た
小
秣
君
(ニ
カ月
、
執
行
猶
予
一

年
)
の
方
は
弁
護
人側
よ
り
振
罪
を
ユ

張
し
て
さ
り
に
1告
の手
続
き
が
と
つ

れ
た
.

国
会
の
批
准
に
反
対

京
都
翻
で

一
万
の
松
本
氏
歓
迎
大
会

「

郎
氏
の
民
セ
論
復
蕎

南
押
大
会

は
九儲月
ト
イ・臼&擾
ハ旧貯よ
り
円
山

公
圃
音
食
鞄
で
久
♂
ど」習
-鋳
の
余

地
も
な
い
ほ
ど
の騨
衆
約

刀
の
参
加

の
も
と
に
ひ
りかれ
た
。

蓬

這
麓

髪
つた
塗

喚

薄

し
め
馨

体
のメ
・
「

　

講
和
。盃

・
馨

葬

民
曹陶

嚢
鞍

や鱒

遡

セー
ンを
皮
切
O
に
同
葭

樒

部

【!働
氏
の
、
原
則
を
あく
ま
て
了
る

蜷
川
劉
、
斎
嘉
毒
長
、
滝
肱
葎

華
笛
葵
饗
な
ど
象

列
な講
演
が
あ
b
、
最
後
に松
宏
氏
が

わ
れ
るよ
,2
娃拍
q
を
う
け
一養
増
し

「日
本
は
ア
ンア
の
孤
児
とな
ろ
う
と

し
て
いる
.
私
は
今
ま
で部
落
解
放
の

}詠

を
や
つ
て
き
た
が
・禽

さ
ら
に

余
命
の
あ
る
か
き
の民
畝
解
放
の
斗
い

を
つ
づ
け
る
つ
も
り
だ
」と
刀強
く
決

意
を
ひ
れ
き
†
時
半ー9」散
会
し
た
。

な
お
こ
の
大
会
で
は次
の
よ
う
な
決
議

が
汀わ
れ
た
(カ
ノ
コ
内
は
提
案団
体
)

「、
噛
条
約
の国
会
批
潜
に
反
対
で
る

峯
官公
)
一「楽
反会
館
の
返
禰
(京

人
)
一一、
壮
産
党
弾
序
反
対
ハ麟
肝
党
)

四
、
円山
、
松
川
事
砕
の
避
罪
を
か
ち

と
る
(自
田
労
組
)

廿
七
日
、
京
大
で
人
類

民
蕨
蓮
合
大
会
開
く

日
志人
類
学
会と
民
慌
学
協会
の第
六

同
連
An入
会
は

ト
遭
、
↓
八
の
両

「

れ
て
い
る
.
な
お
「
日
は
毎
日
新
さ

聞
大
阪
木
社
で
古野
潜
人
、梅
原
末治
、

長
谷
部
蛍
人
の
底
の夙
開
講
演
会
が

}行
わ
れ
る
・

阪
大
で

経
評
Lを
発
行

景
炎
文
撃
馨

所
で
開
か
れ
葦

る

皿騨
鐸
雛
㎝籍
継
離
昭

嘆

の
獲

韓
蒙
て
は
、
窪

の
要
勲
も
あ
り教
宮
の
研
究
成
果
を
発

静
済
学
餌
論
」
(仮
称
)
の

発
行
を
決
定し
、
斤
く
刊
行
の
は
こ
び

と
な
つ
た.

学
生
の
手
で
映
画

阪
大

阪
大
理
卑都
卓
与
映
圃
サ
ー
ヶ
ル
が、

映
圃
堺作
め
こ
＼う
み
が
駐
体化
して

い
る
.
これ
は
夏
休
み
か
り琿
学
鄙学

徳
者

い

ま辮鍮
朋
懸

補
。欄醗

5
u

c町
露

醗
講

㎜
・

◇

定

生
角
憲
の手
閉許
画
さ
れ
た
も
の
で
、

技術
的な
掴
導
は
日
本
ニ
ュー
ス
に仰

き
、試
住
と
し
て
16
、こリ
、
サ
イ
レ
ン

ト
で
ポジ
ユ
本
(映
帽蒔
間
約
十
分
)

を
とり
寵堅
A琿
学
部
、
教
察
の
研究
奨

態
を
盛
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
映
画

サ
ー
ク
ル
で
は
一は
し
め
ー
【月
の文

化
祭
に
封
切
る
つ
も
り
だ
っ
た
が、
フ

ィ
ル
ム
の関
係
で
問
こ
合
は
す
、腰
を

落
蔚
け
て
編
集
す
る
.し
ヱh
、つ
て
い

る
。
経
費
は
約

万円
、
犬
マ
側
か
り

金
か
出
ず
、
合
社
の容
附
を壌
め
る
.

勧
作
開
始
は
ー月
卜旬
P
後
の
予
窟
。

訂
正

六

ー鼻

面
熟
轡

広
告
中

}
ソ
ンフ
ォ
ス
神
話
し
ーカ
リ
ギ
.ラ

駅
解
L
は
「ノ
ノフ
オ
ス
の
繭
話
」
カ

リ
キ
ュラ

誤解

の
、り
て
ー
た
。

〈

瓦
・
ハ号
四
面

干タ
ノ・ア
τ

ト
の
箪
請
亡
r
段
ー

佃か
～

わ

…ア
ナ
ー
ドーー
な

深
め
て
ゆ

か

ら
で
歩
る
L
を

深
め
て
い
つた
の
で

あ
る
」
訂
旺
し
ま
す
。

新
編
集
口
募
集

舜
都
大
樫
の
暫
制
回
な
、
臨
時

編
入
坤
の
な
か
か
h、
触
炸
新
聞

の
偏
集
、
蝋
務
運
営
に鶴
意
レー翼

味
を
有
す
る
健
康
な力
を
募
災
し

ま
す
。
一、
作
文

題
,時
計
台
」
(四

百
字
詰
用
紙
　枚
以
内
)

一、
願
欝

受
付十
月
卜
竹
日
よ

り
F
日
?
)
正
雌ま
で

一、
面
撰

同
一「
イ
日
(ー
)

午
後

時
か
h編
集
零
で
。

願
畳
用
紙
そ
の仙
詳
細
は
本
社

受
付
(蒔計
台
酌
猷
レ
ンガ
一

階
)
ヒ
お間
合
せ
く
だ
さ
い
。

京
都
大
掌
新聞
肚

～

♪

～

`

て

～

,

⊃

～

鴨曝く

ー

■
印5

3
♪

～

こ

く

亀̀

隻

概
ー
て大
キ
触
組
織
で
動
い
て
い
る

旧
財
閥系
の
喚辻
な
ど
は
、
あ
ま
り

個
性
の演
い人
牟
敬
遠
す
る
と
い
う

サニ
ニ
　コロ　ニ
ロロロニ
ロリ
コロニ
ニ

掌

園

評

論

一二
一=
一

一=
一二
=一
一一一■O囎=

治
維
法
の
復
活

(一)

桑
港
講和
の
お
祭
り
騒
ぎ
が
鴫段
落

し
、
人
々
の頭
が
冷
静
に
な
る
に
した

が
つ
て
、
日本
こは
重
苦
し
い
沈
蛾
が

疏
れ
は
し
め
た。
な
廿
な
ら
は
、
あ
れ

ほ
ど
待
ち
熊
れた
は
ず
の
講
利
条
約
の

実
体
が
、
時
と
とも
に
則
確
化
し
て
来

た
か
りで
あ
る。
講
和
後
の
日
本
ー7」屯

れ
た
も
の
は
乎
和
への
希
敦
で
は
な
く

し
て
、
鉦
気
味
な戦
争
前
の
製
雲
で
あ

つ
た
。
人
た
は疑
心を
も
っ
て
日
米
安

↑
保
陣
義

レ'見
て棄
プ
。
果
次
こ
の

疑
心を
-3仔
け
る
よ
,に
、
田
体
等
規

正
伏
案
の
レ
悔
国
彊L
桿
が
、
人
僑
法

務
ハ裁
に
よ
つ
て羅
衣
こ
れ
ノ
の
で
あ

る
.

(
)
2

九
月
通
八日
、
衆
院
弦
務
委
員
会
に

お
い
て
同
総
裁
は
「現
に
有
効
に
成
立

へ

し
て
い
る
ポ
ノダ
ム政
令
の
効
力
に
つ

い
て
は
、
法
嶺論
とし
て
は
引
続
き
こ

れ
が
器
的
効
力
か持
つ
と
い
つ論
と

当
然
消
滅
ザ
ベ
き
だと
の
論
が
あ
り
、

政
府
も
検
甜
申
だ
が、
ー.か
し
法
禰
論

は
と
も
か
く
と
し
て何
ら
か
の
存
法
印

ず
統
き
に
よ
つ
て
将
来の
効
力
虐r萌
り

か
に
定
め
て
お
く
こ
とが
輯
ま
し
い
と

考
える
」
と
語
り
、
その
販
締
り
の
対

象
と
し
て
、対
外
的
にま
不
法
憐
略
印

武
り
仔動
、
対
内
的
にほ
恥
η
に
よ
,

讃
法
準
破
壊
す
る
仔
為、
これ
h序
賞

伝
、
扇
動
≠
る
こ
と
か
反民
ー々
蕩
的

打為
で
あ
り
、
出爵
正
覧に
日
本
に
駐

邸
す
る
外
剛軍
隊
あ
る
いは
わ
が
国
の

稲
醗
畠
珊
メ
探
知
、
収榮
す
る
仔為
が

公
女
キ
爵
す
る
灯
鳥
たと
考
冗る
し(九

月十
九
日
朝
日
)
と
霞
明
し
、さ
ら
に

九月
二卜
八
日
の
車
中
談
で
は
これ
を

団
体
等
娼
正
法
で
法
交
化
」、
これ
に

関
連
し
て
特
別
審
査
庁
、
特別
審
春
委

員
会
卑
震
備
す
る
法
案
ヰ這
程
℃
る
と

その
全
貌
卑
朗
ら
か
に
した
。

(こ

この
田
体
等
屡
正
法
が羅
π
令
や
遺

放
令
ヰ
丙
包
す
る
の
み
な
り
ず、
軍
国

ヤ
磯
時
代
の
倒
獲
保
護法
、新
聞
紙
法

まで
も
復
元
し
よ
う
と
し
て
いる
も
の

であ
る
こ
と
は
、
工
認
の総
裁
の
」、明

によ
つ
て
も
目
明
で
あ
る
。
士鼻
、
、廿

循
論
は
と
も
か
く
L
と
端的
レ
馬
脚
を

呈
して
いる
よ
♪に
、
こ
れ
甥鈴

論

」き
わ
め
一〉串A,理
な
専
図よ
-出
心

し、
裾
出
の
保
証
ー
た
ー1
由権
、
暖
争

破棄
の穴
煉
則
亭椛
力
に
よ
つ
て目
か

ら
、み
に
し
り
、
し
か
も
こ
の迎
顧
仔

為
"瓜、法
化
ー
よ
う
と
す
・,も
のて
あ

る
こ
と
は
墨
,序
要
し
な
い
.
問
題
を

望
論
の
目由
に
限
足
し
て
考
ズ
て
も同

総
裁
は
おな
じ
車
中
談
で
「現
呑
のブ

レ
ス
コー
ド
を
そ
の
ま
＼
法
律
と
司
る

計
画
が
あ
るの
で
は
な
い
か
、
と
のウ

ワ
サ
があ
る
が
、
現
存
の
考
膏
庁
とし

て
は団
体
窯
韻
正
法
に
ふ
れ
る
8論
、

報
道
17馬つ
いて
同
法
に
よ
る
取
締
り
を

なす
程
駐
で
士
分で
あ
る
ン詫
え
て
い

る
」
と
の
へて
い
る
。
総
裁
の説
にし

た
が
ズ
は博
論
の
統
制
は
旨
然
必要
て

た
＼
-現
存
は
こ
の
秤
度
で
旭分
し
な

の
てあ
る。
・
(四
)

⊥
キ
あ転
か
も
新
聞
通
間
、
資本

蒔
の
ワク
こ紳
りれ
て
い
る
と
は
い
兀

磐

聞す
りも
が
i
月

日
名宿
屋

の
新聞
尺
会
で

矯
簡

k
吋

決
議
し
て
いる
こ-
は
、
一
の
郡
1
μ

が
h
か
拠
勺
、キ
哲
格
の
も
ω
ごあ

る
が
岸
語
る
一証左
であ
る
.
し
か
し

こ
れ
は
た
ん
に新
聞
の
み
の
闘
題
で
は

な
い
.
過
去
に
おけ
る
治
安
携

法
、

暫
聞
条
令
が
いか
な
る
と
き
に
成
立
し

い
か
こ
暴威
を振
つた
か
序
患
起
す
る

と
き
、
誰
が肌
に
粟
の
生
す
る
㌢
禁
し
一

え
よ
ろ
.

(五
)

一
風
彩
宛委

の
す
く
れ
た
人

と
い
う
π
ズ
が

あ
る
(汗
商
某

氏
談
)

同
き
があ
る
が
、
商
瑠
会
往
など
、

レサ
・こ
八が
中
心
と
な
っ
て動
.、会

社
は橿
櫃
的
な
人
、
行
動的
六
八
を

求
めて
い
る
と
い
え
よ
も.

海
外
依
遺
が
前
提

屡

商
4
会
社
の要
求
は
、
健
康

商

閉
朗
は
他村
と同
し
だ
が
、
[

そ
の
ほ
か
に
「
語
学
にタ
ノ能
な

な
ご
レ、

㍉
海外
に
行
!、こ
と
を

前
提
と
す
る
か
〔長
男
は
不
適
当
、

、

・齢蝋猷
蒙

鯨
醸
霜
万

甲
三

η

き

斗

こ

、
'
一

u・

 

へ
勢
の
ほ
が縁
故
関
係
も
認
め
る
.

轡
類
て
倍
く
つい
に
づ
る
、
競
争

畜
洞し
倦
、
i
月
八
日
こ
ろ
前
接
、

マ葉
のキ
レ
イ
な
人
、
理
屈
っ
ほく

な
い人
、
進
取
的
な
入
を
望
む
。ド

ロ靴
だ
つた
り
、
廊
下
で
タ
バ
コ
を

喫
う
よ
つな
の
は
困
る
.
枡仔
給
約

芳
円

要
求
さ
れ
る
麺

十
月
中旬
、
麟
争
率
七
倍
、π
年
四
ー

}「
名
罰伊用
中
索
大
ハ名
、戸
大
はノ
ゾ

が揃
つ
てい
る
↑・
プ
.初
繕

力

六
自
肖
(税
込
)

東
津
楠
花

伝
統
印
に小
募
は
し
な

い
.
緑
散
関
係
の
み
、今
年
は
r
学

部
着
レ
名
の
み
と
る。
そ
し
て
初
任

給
は
約
芳

F円
。

臼
商

九
月
一干
七
日
に決
定
し
た
.

京
大
八
各
帆鐸
『
ご名
合
格
。
鏡
争
率

三
倍
、
茎
交硬
歴需
を
求
め
た
の
で
敬

(鶏
込
)
こな
コ

お
こ
と
わ
り

に
限
,
グ

リ

、

い
る
。

勃
ト
輻
艦
の
た
め
イ
ロη

ブ
ス
"
μ
蔵
し
ま
よ
.

σ

ート

屋
の
曙
頭
に
、ボ
ノ
コ

や
か
}

待
烈
の
卸
轍
マ
ーチ
只
今
入

荷
し
と
べ
樽
し
ご
あ
る
の
'竜
か
け
る

し
べ
つに
ケ
チ
メう
け
る
つも
り
も
な

い
が、
や
は
リ
イ
ヤ
な
匙
い出
を
述
患

させ
る
。
世
は
ま
洩
に
あ
け
て復
占
時

代
▼過
日
、
【女
芋
人
牛
か
り
の投
稿

(九
・
○
)
に
よ
る
と
、近
ごろ
寮

で手
紙
の
開
封
検
閲
が
ひ
そ
か
に
お
こ

な
われ
た
n
、
面
会
そ
の
他
にも
さ
ま

皿ざ
まな
束
ハ〃
が
課
せ
う
れ
て
い
ると

「い

。学
叫は
高
い
甦

代
を払
つて

も
ー
頒
ご探
さ
ね
至
や
り
き
れ
な
いと

街
角

で
、
し
き

な

り
ぬ

、
轟

了

乏

⇔
し
思
わ
ず
γ
皿

っ
た

と
い
う
読
者
も
い
る

一

}隻と
工
憩

う
が
、
ヒ

'あ
ざ

さ
れ
よ
,も
の
な
h
、せ
つか
く
の
嫁

入
n
道
具
がムロな
し
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な
つて
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ま
う
一

▼
奥
会
規
定
も、
遇
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定
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ぬ

シゴ
ク
最

た
大
等

はあ
る
▼
六
三

制
の
批
判
は
と
も
かく
と
し
て
、
新
し

い教
育
碑
今
の
も
とに
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男
蓬

孚
て

育
つ
顧
伎
女
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'
つて
は
校
長
の
訓
一　

小の
意
昧
も
の
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な
か
つ
た
に
ち
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い
な
い
。
こ
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制
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い
一

ぜ
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の
闇題
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寒

▼
柔

ー
も
あ
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よ

左
て
の鳶

式
の
難

訓
ゆ
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へ婆

頭
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明
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変
際
の
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目
由
岸
大
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カ
一

説
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け
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著
い
男
と
女
がす
る
こ
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・
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去
ま
つ
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い
る
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せ
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の
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兄
も
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5

な
こ
し」、ヤ半
気
で
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つ
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の
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で
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いだ
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た
よ
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集
一

め
て
は
男
が
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男
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」
と
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一

5
であ
る
▼
堂
耳
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自
治
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の
「

か
な
い
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知
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た
一
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ツ
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フ
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2
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一

目
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一
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る
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よ
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。筆
記
墜
、.第

、

髄
冴
雫

に
「
度
と
小た
・
び
同
し
画
接
に
毘

場置

。貸
材
の
内
得
、

繭

含

返
す
ま
い
」
忘

に
判

纂

一よ
'・讐
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騎
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。
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に隈
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が
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縫
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携
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簿
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膨
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郎
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一郎
他
15
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共
産
量
義
へ
の

50
の
疑

問

誰
の
わ〕に
も
共
霞
i
義
へ
の
疑
い
と

郭
賑
と
期
伺
力
ひ
そ
む
現
代
て
す
'

乃
＼が
矧
-
た
が
っ
て
いる
緊
要
問
順
ナ
魑
理

4て
、
各
分
野
の杷
威
が
こた
えた
解
裂
鋒
。

,空
、ズ
た
あ
p「こ、
動
乳
の
現
代
キ循
き
ぬ

が
認
】
功
(が
、
ほの
ぽ
の
と
湧
.の

民
・1
ー
義
料
学
者
協
会
編

奨嬰塁鵬

繕 墨遷
ぶ
た
の
歌

野
6

1

凍
3

鈴
末
腎

の
追
～
い
肝
画
で
讃

,

・
7

れ
る
日
本
殿
賦
の
ほ
ん
と

,
の
姿

替
5

座講資

本
論
の
各全

解轟奮明
二

目
恭
の
女
が
断
負

,

・み

君

し
み
亦
ズ
ー
り
だ
し
て
、
八
日

一

4
キ
。りは
濠
拠
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寵
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峨
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絢
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円
内
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姥
仁
〒
U
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ー
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マ
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篠
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権
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は
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版
を

ピめ
る
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を
加

冗
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学
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介
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あ
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技
術
の
上
石
は
天
才

久
し
/、得
ち
こ
が
れ
て
いた
メ
ヌ

㎝
ー
ヒ
ン
が
来
朝
し
た
.
関
西も
そ
う

だ
つ
た
ろ
う
が
、東
京
の独
窮
会
も

大
変
な
人
気
で
、
日比
谷
公
会
堂
の

㎜
切
符
を
入
手
す
るの
に
み
な
大
変
な

苦
労
を
し
て
いた
。
だ
が
待
認
の
彼

を
聴
い
た
後
の入
んの
印
象
は
ま
ち

・
く

だ
つ
た
。
あ
る人
は
、
彼
に
感

●
謝
す
る
と
い
つ
て、
涙
を
流
さ
ん
ば

り・
か
り
に
よ
ろ
い
こん
で
た
が
、
あ
る

の9
人
は
、
な
ん
だあ
ん
な
の
は
と踊
倒

の㎜
を
浴
せ
か
け
てい
た
。
芸
術
と
い
う

㎜
も
の
は
・人

の々
慧

笑

い
菱

㎜
配
さ
れ
る
もの
だ
か
ら
、
嫌
い
だ
、

㎜
好
き
だ
と
い
った
と
こ
ろ
で
、
そ
れ

㎜
を
ζ
馨

な
いこ
と
響

き

㎜
つ
た
砧
だ
が、
し
か
し
巧
い
と
が
拙

い
と
か
いう
、
蓑
術
を
作
り
上
げ
る

㎜
根
本技
術
の閻
題
は
、
客
観
的
な
嘉

90
実
で
あ
る
か一㌣
そ
れ
に
対
し
て
出

㎜
鱈
目
な判
定
を
下
す
こ
と
は
許
され

　°・
な
い
。仮
に
、
技
術
上
の
弱
点
が
あ

鱒
つ
た
に
せよ
、
大
局
か
ら
し
て
メ
ヌ

ー
ヒ
ン
を揺
い
ヴ
ァイ
オ
リ
ニ
ス
ト

だ
と
評
した
ら
そ
れ
は
聞
違
つ
た批

川脚

評
で
あ
る
。結

局
、
と
や
かく

み
な
か
ら
い
わ

れ
た
も
の
＼

彼
が
藷

の
上

で
種
価の天
才

で
あ
る
こ
と
は

わ
れ
ー

、
と

く
に
技
術
畑
の

入
々
が
口
を
嗣

え
て
肯
定
し
た

と
こ
ろ
で
あ
つ

た
。専
門家
は

み
な
あ
ん
な物

凄
い
テ
ク
ニ
ッ

ク
は
め
つた
に

ピカ
ソ
雲
試

術
寂と
し
て
の

な浩
は
一力
〇

一年
「胃
の
時

代
」か
ら出
発

す
る.
彼
が
モ

ン
マ
ルト
ル
派

㎜
の
ロ匙

レ
ッ
ク
や
スタ
ンラ
ン
の

㎜
影
響
血菱
け
甦

で、
パリ
の
ル

㎜
ン
ペ
ン
。プ
ロ
レタ
リ
亨

ト
の
感

㎜
傷
を
描
い
た
も
の
で、
二
十
歳
か
ら

㎜
二
嚢

・
で
の多
髪
募

・

㎜
ユー
マニ
ズ
ム
があ
ふ
れ
て
い
る
.

㎜
パリ
で
の
ピ
カ
ソ
叢
り
糞

齋

㎜
家
の
雰
囲
気
は
アナ
ー
キ
ス
チ
ソ
ク

㎜
で
あ
り
コ
ス
モポ
リ
タ
ン
的
で
あ
る

㎜
函罎
都
市
バ
リ
の廿
世
紀
の
頽
開
的

㎜
傾
向
が
あ
ら
われ
てい
る
.
こ
れ
は

㎜
前
時
代
の
コ
ロや
ク
ー
ル
ペ
ェに
な

㎜
か
つ
た
パ
リ
派
の空
気
で
あ
つ
た
。

ぴ
沼
黙
録
駆

㎜
皿
と
伝
統
を
多分
に
持
つ
作
家
で
は

㎜
あ
る
が
、彼
の芸
術
は
パ
リ
で
生
れ

㎜
パ
リ
で
成長
した
と
見
る
べ
き
で
あ

㎜
ろ
う
。
我
々
はピ
カ
ソ
の
中
に
フ
ラ

㎜
ン
ス
近
代
派
の反
映
を
濃
厚
に
感
じ

撒
る
。
新
し
い形
式
の
探
究
と鋼
造
と

㎜
い
う
こ
と
はす
で
に
固
定
し
衰
弱
し

柵
た
ア
カ
デ
ミ
ズム
絵
画
に
対
す
る
当

㎜
然
の
反
抗
で
あ
つた
。
ま
に
フ
ラ
ン

㎜
ス
・ア
カデ
ミズ
ム
憾
ノ
ラ
ン
ス
・

㎜
ブ
ル
ジ
ョア
ジ
ー
レ爵
接
に
精
び
つ

㎜
い
一、
そ
の謬

な
責
城
を
闘
守
し

り㎜
て
いた
の
であ
る
。
多
皿
質
な冑
年

川
ピカ
ソ
が
アカ
デ
ミ
ス
ム
へ
の
反逆

㎜
か
ら
そ
の仕
事
を
開
始
し
た
こ
とは

㎜
当然
の
こと
ど
い
わ
ね
は
な
らな
い

卿
しか
し近
代
派
の
傾
向
は
新
し
い倒

㎜
箋

の不
断
の
創
造
と
い
う
こと

・

見
ら
れ
な
い
、
ζ
と
に旦
《人
に
一

番
欠
け
て
い
る
と
ころ
も
そ
う
い
う

と
こ
ろ
だ
と
暑
烈
同音
に
歓
囲
を
も

ら
し
て
い
㌃

ロ
ー
ゼ
ン
・シ
ュト
ッ
ク
が
こ
の

夏
久
し
ぶ
り
に日
本
に
も
ど
つ
て
来

て
日
響
を
指揮
し
た
時
の
楽
壇
の
印

象
も
こ
れ
と同
じ
よ
う
で
あ
つ
た
。

も
つ
とも
、
彼
は
自
り楽
器
を
と
つ

て弾
き
はし
な
か
つ
た
が
、
し
か
し

彼
が
管弦
団を
操
る
こ
と
は
、
考
え

よ
うに
よ
つて
は
そ
れ
と天
蓬
が
な

廃 りゆく既成の樂人たち
メ ヌ ー ヒ ンが教 えた 日本 人 の拙 技
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い
の
η
あ
る
.
こ
と
に日
本の
下
手

な
群
管
弦
団
を
操
る
よう
な
場
合
は

噛
りな
い
ヴ
ァ
イオ
リ
ン
を
賄
ら
し

て
見
せ
る
名
匠
の
よ
うな
も
の
だ
と

考
え
て
も
い
、
だ
ろろ
.
と
に
か
く

彼
が
振
つ
た
時
は
、日
響
が
そ
れ
ま

で
レ寛
違
え
る
よ
う
舞

を
打
つ

た
こ
と
は
亭
異
で
あ
る.

決
し
て
魔
術
で
は
な
い

し
か
し
ロ
ー
ゼ
ン
・シ
ュト
ッ
ク

が
鳴
ら
し
た
の
は、
日
響
が
持
つ
て

い
窺
窪
霧

の全
那
を
璽

 せ
た
だ
け
の
話
に過
ぎ
な
い
の
で
あソカピ

に
集申
さ
れ
て
い
た
.
ネ
グ
ロ
時
代

立
躰
主義
時
代
と
い
う
ふ
う
に
そ
の

形
式
をピ
カ
ソ
が
カ
メ
レ
オ
ン
の
ご

とく
変
化
さ
せ
た
理
由
も
そ
こ
に
あ

つ
た.

㈲
㈹
㈲

擬

融

鷲

耽

は彼
蒲
過
し
経
験
し
た
豊
冨
な感

覚
形
式
が
複
合
的
に
示
さ
れ
て
いる

それ
は
鰍
合
朗
に
統
一さ
れた
新
し

い形
式
と
し
て
現
わ
れ
な
い
で、
東

澤
風
の老
作
尿
の
ご
とく
、脱
俗
的

な
秒
圃
三
昧
の
気
分
の
中
に即
興
的

に
描
か
れ
て
い
る
.
あ
る意
味
て
の

交
人
圃
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の多
く
が

ナ
チ
ス
包
囲
の
パ
リ
の彼
の
ア
ト
リ

エで
描
か
れ
た
こ
と
を
あわ
せ
考
え

ね
は
な
ら
な
い
。
彼
は
これ
ら
の
絵

か
描
き
つ
、
フ
ラ
ン
ス
・
レジ
ス
タ

ン
ス
の
入
々
に
ひ
そ
か
に
関係
を
持

ち
、
彼
を
訪
間
す
6
絵
の好
き
な
メ

と
を
行
わ
せ
た
と
い
う
よ
うな
竃
術

は決
し
て
演
つ
た
わ
け
で
はな
い.

そ
う
い
ろ
こ
と
か
ら
考え
る
と
、

い
か
に
見
遡
え
る
よ
うな
濾
暴を
し
贈

た
と
い
つ
た
と
こ
ろ
て・
そ
の
管

㎜

響癖

の
屍
霧

撃

㎜

重
蕪

藝

の
㎜

で
は
な
か
つ
た
の
であ
る
.

㎜

麓

こ
れ
お
需

は
・
慕

と
㎜

い
う
も
の
が
一朝
一タ
には
な
り
が
憎

た
い
も
の
で
あ
る
こ玄
亟

爪し
て
型

鰯
羅
繕
繕
羅
逆

つ憂

羅

甕

歩
盛

そ
う
い
う貞
で
、
わ
れ
く

が
今
ま
川

で
あ
まり
に
恵
ま
れ
て
い
な
か
つ
た
㎜

こ
と
も事
実
で
あ
る
.
だ
が
、
事
は
川

蟻

鶴
藍

道
化
役
者
の
食
客
政
治

再
編
成
必
至
な
ポ

ツ
ダ

ム
政
党

阪界

糠
輸
傭

む
と
こ
の
ま
さ
ると
に

か
＼
わ
ら
ず
、政
界
の

遠萎

こと
韓

葦

し一、鼎

器

難

匙

脚趣

の
メト
ー
ド
の
息
否
に
よ
る
こ
と
は
凹

鳶
な
が
ら
・
そ
れ
鳶

も
・繁

皿

簿

者
霧

の
年
齢
ζ

そ
の年
㎜[

数
に
か
、わ
る
こ
と
の
方
が
よ
り大
㎜

であ
り
、
特
に
年
霧

五
に最
轟

力
に
攣

る
こ
と
曇

に建

㎜

ざ
れ
な
い
・

鰻

十
代
に
期
待
す
る
:

㎜

ヴ
ァイ
ォ
リ
ン
に
しろ
ピア
ノ
に
㎜

.し
ろ
、
こ
の
種
の
器薬
演湊
は、
五
㎜

六
歳
ろ
こ
か
ら
始
め
て
、
十
五、
六
㎜

・歳
ごろ
ま
で
に
発
成
し
な
け
れ
は、
㎜

本
当に
撞

つ
か
ぬ
も
の
な
ので
㎜

あ
る.
そ
し
て
そ
の
こ
と
は現
存
終
㎜

戦後
養
成
さ
れ
つ
Σ
あ
ワ羅

φ
女
川

音楽
家
遼
に
き
わ
め
て
朋白
に体
験
州

され
つ
Nあ
る
.
私
は
、
そ
う
いう
川

意
味
て
、
近
来
概
成
楽
人
は、
一、
川

一一の例
外
を
除
い
て
、
ほ
とん
どま
川

が
い物
ド鐘
＼
だ
ん
ー
使
い物
川

にな
ら
な
く
な
る
と
い
う
ふ
うに
考
川

え
る
よ
う
に
な
つ
て
来
た
.彼
等
の
川

集
合
か
ら
成
る
管
藍
団
だ
つ
て勿
論
㎜

二ろ
で
あ
る
。
メ
ヌ
ー
ヒ
ンや
海
外
湘

の第
一流
骨
弦
団
に
本
当
に援
近
し
㎜

うる
の
は
こ
れ
ら
の
十
代
の少
壮
演
川

殊
家
達
が
成
入
し
た
暁
に
お
い
てで
脚

あ
る
つ.

(琶
梨
陣論
眼
)
㎜

カ
ソ
鍵

圃
魅
讐
勇
の
レ

ア
リ
ズ
ム
で
あ
り
、
これ
は
現
実
瓢

刺
の
角
度
か
ら
採
り
あ
げら
れ
る
。

肉
α
縮
擁
蒲

ラ
ス
ケ
ス
、
ゴヤ
こ
の彼
の
つ
ら
な

り
湖考
え
ら
れ
る
わけ
で
あ
る
.
ゴ

ヤ
の
課
刺
画
の
エ
ヅチ
ン
グ
に
あ
る

二
面
像
が
ピカ
ソ
の
二
面
像
と
関
連

が
あ
る
よ
うに
も
思
わ
れ
る
。
彼
の

芸
術
に
豊冨
な
も
の
が
と
り
入
れ
ら

れ
て
い
る.
絵
画
に
お
け
る
ネ
グ
ロ

時
代
は立
躰
派
に
い
た
る
大
き
な
エ

ポ
ック
であ
る
が
、
原
始
蕾覆

初

期
キ
リ
スト
教
∬歳

イ
ン
カ
芸
術

と
いう
ふ
う
に
彫
刻
や
陶
詣
の諸
作

品
に播
入
さ
れ
た
形
式
は
じ
つ
に
多

潮努
様
であ
る
.
彼
の
芸
術
の
持
つ

形
式
概念
はあ
ま
り
に
も
豊
冨
で
あ

り
、彼
の幻
患
力
と
槽
想
力
の
た
く

ま
しさ
は驚
～、ほ
ど
で
あ
る
.

圃家
はみ
な
わ
れ
ノ～
で
も
搬
六

憂
仲
し
た
が
、
い
か
に
新
簿

よ
つ

て
昆
ー
政
沿
じ
戯
ま
つ
た
と
い
つて
ぜ

被
占
領
閏
の
政
治
が
独立
臼
「
の政
拾

で
な
か
つ
た
こ
と
は
、周
知
のと
む

で
あ
る
。
国
長
が政
治
の
セ
八公
と
こ

ろ
か
、
実
は
首
相
か
ら陣
笠
代
麦
に
至

る
ま
で
、
こ
れ
す
べ
て食
客
政
治
の
遣

墾

に
す
ぎ
な
い
.労
鱗
訊合
が
ぷ

ツ
ダ
ム
組
含
な
ら
ば、
政
党
も
ま
た
ポ

ツ
ダ
ム
政
党
で
あ
る
こと
に
変
り
な
い

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ調
印
は
、
過
去

の
賊
争
の
後
仕
末
であ
つ
た
と
と
も

に
、
ご
つ
の世
界
の
対
立
す
る
国
際

舞
台
へ
の
出発
であ
る
.
い
か
に
和

解
と
信
顛
の
講和
と
い
わ
れ
よ
う
と

も
、
敗
戦
国
属に
と
つて
は
苦
痛
と

轟
慮
を
と
も
な
う対
等
な
ら
ざ
る
条

約
で
あ
る
。
しか
も
問
題
は
も
う
.

つ
の
日
米
安保
条
約
に
あ
る
。
究
李

}武
勢
解
除
さ
れた
日
本
が
、
講
和

γ
・後
に
お
い
て畠

の
案

を
期

す
る
た
め
に
は
一一つの
眞
界
の
戦
い

を
海
一っ
へだ
て
て
、
実
物
教
理
、」

れ
て
い
る
今日
、
磯
争
放
棄
の
蜘
法

に
の
み
す
が
つ
て
いる
こ
と
は
で
き

ま
い
.
し
か
し
こう
い
う
承
入
な
防

衛
借
置
が
、首
相
の
一葎
だ
け
て
決

定
調
印
さ
れ
、日
本
の
希
墓
に
よ
つ

て
締
結
さ
れ
たと
いわ
れ
る
の
は
、

何
と
し
ても
納
傅
が
出
来
ま
い
.
調

印
後
のく,臼
と
いえ
と
も
、
国
民
は

ほ
と
ん
と
ワ=の内
容
を
知
ら
さ
れ
て

い
な
い
の
だし
、
心
得
て
お
く
へき

軍
大
要事
項
はす
べて
行
政
協
定
に

蟹

ラ
ン
コの
嘘
」
の
エ
ッ
チ
ング
を
彼
腿

ま
か
ごれ
てい
る
.

は描
い
た
「現
実
があ
まり
に
苦
し
㎜

国
連
によ
る
安
全
保
陣
が
、
こ
れ
に

いの
で
、
ピ
カ
ソ
は
こ
のよ
う
な
什
㎜
代
ら
な
いか
ぎ
り
、
再
餌
備
は
吉
田首

扇
を
す
る
の
だ
」
とピ
カソ
の秘
僻
㎜
相
の
否定
に
も
か
Σわ
ら
ず
、
世界
の

サ
バ
ル
テ
ス
は
い
つ
て
い
るが
、
ピ
川
一幣識
とな
つて
い
る
.
そ
れ
は
法
理論

㎜
王
は
い
ろ
んな
説
も
成
立
つ
か知
れ
な

い
が
、当
然
に照
洪藪
正
に
ま
で
発
展

す
る重
入な
内
容
を
は
ら
ん
で
い
る
.

90

線

難
鰻
聾
藁

ポ
ツダ
ム
政
覚
に
と
つ
て
は
荷
が勝
ち

す
ぎ
る
.
政
界
の
再
鰯
成
は必
玲
てあ

る.
そ
れ
か
急
激
に
行
わ
れ
る
か、
徐

富々
に
行
わ
れ
る
か
は
別
と
し
て.
と
こ

・保
守
と
進
歩
の
二
大
政
覚
の形
成
、
そ

れ
に
よ
る
焚
万
の政
嶋婿凪当
が
、
一般

的
に
は
理
想
で
あ
ろ
う
が、
現
実
の
動

き
は
、
は
た
し
て
ど
うで
あ
る
か
.

講
和
後
の
政
界再
襯
成
で
、
も
つ
と

も
侮慮
し
て
い
る
のは
展
屯
党
て
あ
噛

落

、
肇

護

藷
ず
馨

、

(下)

井

上

縫

三

郎

る
.
自
田
党
と社
会
党
が
r
し
い
あ
あ
つて
、
政
党
政
治
の
確
守
に貢
献
し

り
11そ
小
し
て
いる
な
ろ
ば
、
民
L
た
。
今
日
必
蟹
な
の
は
階級
政
党
で
な

　

党
な
と
と
い
つ存
冶
は
、
人
ー
の
冊

、、
越
歩
的
国
民
改
党
であ
ると
い
ろ

輝
誌
漏
艶
韓
醐譲
藤
驕
瑠繋
留
讐

レき
え映
し
てい
る
の
だ
.
し
が
し
}も
、
も
一つ
人
扇
な粉
板
で
あ
る
適
、

曼

の
籍

餐

、
そ
の
あ・
τ
答

か
象

ど
・か
.
い
・
竃

11に
つ
い
ては
、
相
当
批
判
や
8文
一追
脚
組
の
人
物
か
党
首に
な
る
こ
吉
は

　

も
あ
る
が、
村
会
党
が
㌦
原
則
な
ど
人
勢
署

で
あり
騎
代
が蹴
亡
な
い
.

　

て
小
し
て
いる
よ
う
な
、
左
派
領導
　
自
由
党
は政
策
をも
つて
立
つ
政
銘

下
の観
念
政
党
て
あ
る
限
り
、
一大
二」は
な
い
が
、
だか
らと
い
つ
て
讃
和

政
党
の
「方
の
柏
と
し
て
、
こ
れ
に
調
印
後
も
い
ま
の
ま
、で
通
せ
る
も
の

 細難
髪
肘麺
、諾
灘
響
鍵
馳
濃

ころ
§

晟
に
懸
心
だ
と
いわ

れ
た
爵
が
ビ
・
次
リ
と
こ
れ
亀

鯉
形鍵
湧
曙
益

政
党
喬

璽

し
た
昆

提
け
いて
[

批
侮
国
会
は
乗
切
る
な
ど
の説
が
あ

るの
も
、
こ
＼
ら
に
人
きな
原
因
が

あ
ると
さえ
い
う
.

溝

饗

謹

↓党
に
よ
る
A厚皿政
覚
も
、
それ
が
民

糞

の叢
ク霞
と蒙
、亙

翻
麗
鰭

騨
襲
べ雛

諜
鎌
鱗
蝋堕

代
ω
役
割
を
期
し
て
い
る
のだ
と
し
て

いる
.
こ
の
論
者
に
いわ
す
旧は
、
イ

ギ
リ
ス
が
今
日
の
保
守党
と
労
働
賞
に

よ
る
.天
政
党
の対
▽
を現
出
す
る
ま

て
に
は
、
自
由
党
と
いう
中
間
政
党
が

病
気
回
復
いか
ん
に
あ
る
.
鳩
川
が病

鷹
に
お
かさ
れ
な
く
と
も、
吉
田
が
円

満
に
総
裁
の
地
位
萱
譲
る
バラ
が
歩
っ

た
か
ど
う
か
を
疑う
も
のも
あ
る
。
し

か
し
そ
の
時
期
は
とも
か
く
と
し
て
ヘ

ワて}」ま
藝

の箋

†で
は
φ
Q士"

い
。
し
か
し今
後
鳩
山
の
早
期
回
復
が

見
込
な
し
と
な
れは
、
吉
田
は
依
然
総

裁
の
地
位
を
去
らず
、
講
和
の
仕
上
げ

に
努
力
す
る
であ
ろ
う
。
鳩
山
が
だ
め

な
ら
ぱ
石橘
湛山
、
繍
方
竹
虎
な
ど
の

説
も
あ
る
が、
そ
れ
は
さ
き
の
こ
と
、

め
分
吉田
ワ
ン
マン
時
代
が
続
く
と見

る
の
が
循識
だ
.
そ
れ
ー7」し
て
も
な
ん

こ
迩代
轍
の乏
し
い
超
保
守
覚
で
あ
る

セ
か
。慧
凋
鰍
激
紬製

の
も

の
が
危
機
に
ひ
ん
し
て
い
る
.
「
.

灘
鍵
ー

～
和
成
立
が
予想
さ
礼た
か
ら
こ
そ
、
三

原
則
を
尉
守し
た
の
で
あ
る
と
し
、右

派
か
らす
れは
、
世
界
が
ご
分
さ
れ
、

共
産
世界
に
組
み
せ
ざ
る
、
民
主的
社

会主
蓉
覧
が
、
自
由
貰
あ
側
に
立

つ
の
は当
然
で
あ
る
。
コ
ム
ミ
ス
コを

み
るが
い
い
。
世
界
の
第
三
勢力
な
ど

を夢
見る
も
の
は
、
共
産
主
義
の実
体

と世
界
情
勢
を
知
ら
ざ
る
も
の
の
いう

こ
七だ
と
し
て
い
る
.
そ
こ
で双
方
護

ら
ず
左
派
は
臨
時
党
大
会
で
の勝
利
を

確
信
し
、
右
派
は
中
執
委、
議
員
総
会

で
結
論
重

」な
い
て
覚大
会
な
ど
あ

り
え
ぬ
と
、
抗
郵
し
て
いる
が
、
勢
い

の
お
も
む
く
と
ζ
ろ分
裂
も
さ
け
ら
れ

ま
い
.
そ
れ
だ
け
に党
首
麟
部
や
長
老

の苫
労
も
天
き
い
が
、
いま
や
決
定
的

な
駁
階
に
近
づ
き
つ
つあ
る
こ
と
を
否

足
し
え
な
い
.
嚢

慧
擁

れ
て
い
る
が
、そ
れ
に
し
て
も
真
に日

本
の
憂

政
党
の苦
蘭
と
し
て
い
る

政
冶
家
が
ど
11だ
け
あ
る
だ
ろ
う
か
、

批
禽

に国
会解
散
の
声
は
弱
六
し
く

確

新聞と世論

☆
…
フ
ロ
代
が
†
、一円
にな
つた
、
ガ
ス
代
、慶

代
、
世

は
す
べ
て
値
レ
リ
の
駐
代。
秋
に
な
つ
て
か
ら

割
か
ろ
四割

の
生
活
費
が
あ
が
つ
た
。男
が
二人
よ
れ
ぱ
「税
金
」女
が
二

人
よ
れ
は
召
屋
のオ
ヤ
ジ
は
」
と
話
は
必
ら
ず
決
つ
て
いる

こう
い
う
く
ら
し
にく
い世
の
中
に
な
っ
て
も
人
々
は
「これ

は
政治
が
、
政
府
が
悪
い
か
ら
だ」
と
大
そ
れ
た
考
え
は絹
頭
も
た
な
い

吉田
首
相
が
「メ
干

ピ
ン
のピ
ア
ノ
は
精
塀
デ
ソ
タ
.
し
ζ
一nお
う
こ

も
、全
栖
は
た
ゴ
サ
ン
フ
弓シ
シ
ス
コ
ヘ
イ
不
ムリ

と
ハナ
ク
ソ
そ
う
じ
b冬
、ヤ
ゲも
ら
い
に
行
つ
た
ば

っか
り
で
あ
る
こ
と
が
判
つ
ても
「レy
りか
く
吉
田

さん
は
リ
ツ
パ
だ
、
自
田
党
は多
難
な
時
代
を
つ
い

に
講
和
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
か
ら
」と
自
由
覚
、
吉

田
内
閣
を
麦
持
す
る
国
民
の搬
は、
最
近
の
信
ず
へ

き世
論
調
査
に
よ
れ
は実
に
九十
数
パー
セ
ン
ト
に

の
はる
。

☆

,

読
者
の
こ
え

◇
投
稿
規
定

こ
の欄
は
不
瓢
の

内
容
お
よ
び編
集
に
つい
て
の
批

判
慰
見
に
限
る
。伴
所
学
部
氏
名

明
記
霞読
著
の
こえ
"
係
ま
て

具
体
的
な
方
向
示
せ

九
月
のサ
ンフ
ラ
ン
シ
ス
コ
献
和
会

議
の
結果
は、
我
々
に
入き
汀
ソ
ヨ
ソ

ク
を
与
えた
.

実
際
われ
わ
れ
日
末
人
に
と
って
、

タ～

これ
ほ
ど
慮
大
な
こ
と
が
こ
れ
ほ
ど無

雑
作
に
、
こ
れ
ほ
ど
秘
糟
に
き
め
られ

た
こと
が
あ
る
だ
ろ
う
か
?
しか
も
ジ

ダ

ヤー
ナリ
ズ
ム
が
該
慧
に
わ
れ
わ
れを

ツ
ンポ
サ
ジ
キ
に
お
し
こ
め
よ
ろ
とし

て
いる
.
こ
の
時
墜
園薪
聞
が今
度
の

講
和
問
題
を
と
り
あ
け
、
正
確
な批
判

を下
し
て
い
った
こ
と
に
は
、
ま
った

く
敬
意
を
表
す
る
.

と
ころ
か
わ
れ
わ
れ
が
読
ん
で
み
て

感
ず
る
の
は
「な
る
ほ
ど批
判
は正
し

い.
吉
田
政
楡
の
や
って
い
る
こ
と
は

ころ
批
判
さ
れ
る
べ
き
て
あ
る
。」と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
で
、
そ
の
次
に
「しか

し
」と
い
う
感
じ
が
残
る
。「し
か
し
、
}

そ
れ
で
は
一体
わ
れ
わ
れ
は
ど
うし
た
ト

,?
帆
い
の
か
?
」
と
い
う
感
じ

で
あ
る
。
一舳

け
れ
ど
も
そ
の次
の
闘
題
に
っ
い
て
は

気者
は
ま
つた
く
ば
か
し
て
し
ま
わ
れ

る
か
抽
象
的な
講
葉
を
並
べ
て
い
ら
れ

る
だ
け
で
はな
か
ろ
う
か
.
私
は
、
貫

紙
が
こ
の
われ
わ
れ
の
持
って
い
る
モ
　

ヤ
モ
ヤ
した
感
じ
序
瞭
く
こ
と
が
で
き
一

る
よ
う
、
われ
われ
の
産
む
べ
き
方
同

に
つ
い
て
具体
的
な
註
論
、
批
判
キ落
}　

発
に
さ
れ
る
こと
'嘉
望
す
る
。
O尿
一

大
、
下
生
)

批
准
後
の
解
散
と
い
え
ど
も
、
いま
の

野
覚
の
だ
ら
し
な
さ
で
は
、
か
ーズ
つて

臼
田
芒
か
ら
し
て
や
ら
れ
る
可響

が
一

あ
る
。
健
全
な
る
政
党
に
は
、強
健
な

る
反
対
覚
の
存
存
か
い
か
に軍
要
で
あ

る
か
を
、
痛
切
に
政
界
の
現
状
は教
え

て
い
る
の
で
あ
る
.

(穏
日
新
聞
粟
票
本
甦
陶
説蚕
員
)

ー

勲
罰
一

略
蜷
諏
籠
鯉
締
罷
難
雛
鶴

へ

「い
Σ
か
げ
んに
し
と
い
て
下
さ
い
」
「†
人
に
き
い
て
T
さ
い
」
が
多

い
と
つ
い
「こう
い
う
憲
見
も
あ
る
の
で
すが
」と
妙
な
親
切
気
を
だ
し

て
み
た
く
な
ると
い
う
も
の
.

☆
:
・償
乏人
く
さ
い
人
六
の
霧
っ
た
り
、し
た
り
す
る
こ
と
は
、日
本

世
論
調
査
と
い
え
は、
た
と
ズ
そ
執
が
ア
芦ラ
式
の
多
数
抽
出
ナ

ン
ト
ヤ
ラ
の
肖
田回
答
式
で
あ
れ
、
ど
5
も
コロ
頭
㎝接
しと
な
る
と
多

分
に
誘
灘
創
澗式
の危
険
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
な
い
でも
な
い
.
「奥

さ
ん
「に
自
羽
の
矢
をた
てる
と
「只
今
土
人
か
い
ませ
ん
か
ら
」
と
、

「公
務
員
棟
」
ー7、ノσ
＼と
「オ
カ
ミ
に
た
て
つ
く
よろ
し
や
公
務
員
は
つ

の
新聞
で
は
抹穀
さ
れ
た
り
ス
ミ
に
お
い
や
られ
た

り
す
る傾
向
が
あ
る
ら
し
い
。
例え
は
乎
利
箸
名
が

五
百
万、
再
軍
備
反
対
全
面
講
和
の
投
票
が
四百
五

十
万日
本
で集
り
、
世
界
で
は
数
億
に
連
し
、苅
和

特
集
号
「世
界
」が
五
版
を
だ
し
、
松
本
治
一郎
や

全
面
講
剰
の諸
大
会
に
何
万
の
人
が
策
ろ
う
と
、新

聞
は
一切
こ
れ
を
と
り
あ
け
た
こ
と
が
な
いし
、

「知
識人
らし
か
ら
ず
」
と
け
ち
を
つ
けた
り
す
る
.

☆

:
あれ
や
こ
れ
や
考
え
る
と
新聞
週
間
の
「新
蘭
が
つ
く
る
国民
の

世論
」と
いう
撚

は
す
で
に
「振
胎と
は
理
慰
で
あ
り
R
概
で
あ
るし

と
いう
既
成
概
念
串立
派
に打
破
り
現
に
釈
面
で
も
、
論
韻
で
も、
世

論調
査
で
も
麟
々
と
ツ
ク
リ
つ
、あ
つて
、
今
後
も
ま
す
ま
す」
と
いう

決
意
のゴ
ヒ
ロウ
と
い
う
こ
と
にな
るら
し
い
.

　　

C
l

～

ー

～

ー

～

ー

～

ー

～

'ー
ー

行
き
ず
ま
り
を
克
服

「
氏
か
育
ち
か
」

者
者
徳
田
孚

は

論
瑠
難

鰯

書 評

進 化
纏田

属
の
生
顧
学
遺
伝

学
に
関
し
て
は
国

際
漣

も
著
名
の

人
で
、
研
究
の
た

め
京
大
動
物
戯教

室
に
、
す
で
に
二

」-犀
に
わた
り
講
師
と
し
て
と
と
まめ

日
本
全
国
はも
と
よ
り
遠
く
ンヤ
ワ
方

而
に
も研
究
に
行
か
れ
た
こ
と
も
あ
る

先
に
民科
編
集
の
学
生
叢
轡
に
、
わ
が

国
衆初
の進
化
論
に
関
す
る
原
著
「生

物
董

巴
を
発
表
さ
れ
、
戦
後
日
本

の進
化
齢
研
究
の
先
端
を
切
つ
た
先
覚

者
で、
現
吾
京
穴
敦
養
掌
部
で
遣化
諭

ヰ誘
じ
て
い
る
.

木
轡
に
お
い
て
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
脊名

なる
自
殊
陶
汰
説
を
、
科
学
的
見地
、

描
く
『胸
中
の
山
水
』

李
和
蓮
動
の
先
頭
を
行
く
ピ
カ
ソ

チ
ス
の
将
校
に皮
肉
な
気
穏
で
コゲ

ル
ニカ
」
の
写
真を
与
え
た
り
な
ど

し
た
.
「ケ
ル
ニカ
」
は
人
も
知
る

よ
う
に
フ
ラ
ン
コ歌
糧
に
対
す
る
痛

内

田

な
欲
烈
ヰ
樽
ち
そ
の
形
式
の
探究
の

た
め
に
い
ろ
ー～
な
賦
み
を
す
る
楽

し
さ
を
持
つ
て
い
る
.
ピ
カ
ソ
は
そ

れ
ヰ
ギ
供
の
ご
と
く
無
邪気
に発
表

烈
な
嚢

した
も
の
で
あ
る
もず
る
。
未
完
成
は
未
完成
とし
て矛

うゲ
ル
ニカ
」
と
と
も
に
「夢
と
フ

研
は
喬

と
し
て
そ
の
ま
、見
る
人

の前
17〕提
患
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し

一尊
る
人
閲
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
ると

い・hか
破
の
一面
の
特
質
で
も
あ
る

自
倣
-が
陶
な
マ千
ス
は
自
然
串破

介
に
す
る
が
、
ピ
カ
ソ
は
こ
れ
を
ー

段
に
用
いる
。
ピ
カ
ソ
は
彼
の
糟
御

衛
動
岸第
」弗
的
に
し

て
描
.、
つ
惑
0彼
の

描
.、の
は
「胸
中
の門

水

な
の
で
あ
る.
ル

巖

イ
.ア
ツ
ゴ
ン
住

レ

ア
ーーズ
ム
は
噴
命
の武

器
て
あ
る
し
,」い
ろ
.
胸
中
の怒
り

を
ク
ル
ニカ
に
霧
せ
た
ピ
カソ
は
共

産
党
に
戦
後
へ
筈
、
そ
の
造
型
革

命
を
思
想
的
昂
命
に
ま
て高
め
た
.

今
什
の
サ
ロ
ン
・ド
・メ
ー
に
出
品

し
た
「コ
レア
の
虞
段
」
は
ル
イ
D

ア
ラ
ゴ
ン
の
湾
第
を裏
雷
し
て
い
る

ピ
カ
ソ
は
今優
そ
の独
特
な
レ
ア
リ

ズ
ム
〃通
展
させ
るだ
ろ
う
.

⑦溺

伽謡
醗
劔

僧
、μ
知

っ
せ
ま
h
二

、
丈
術
矧
論

触
も
}
叡
ル
は
や
か
し
て
い
る
。
芙

術
家
て
も
は
二
ん
ど
か

ーピ
カ
ゾ
か

伺
、唐
滴
員

て
の
る

こ
.
や
半
和
運
動

の

・頭

一》

コ

・い
る
ご
-
を
知
-,

な
い
。
ビ
乃
ソ
序
勘
鵯
の
こ
と

＼
有

難

か
る
日
本
の
圃
家
た
ち
が
ピ
カ
ソ

の
思
想
ζ

琴
＼
反
対
な
拷
え
の
所

何

者

て
あ
る
こ
と
咳
不
胆
議

で
あ
る
.

(百
家
)

×

×

×

×

×

X
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の
新

方
向

示
す

山

内

年

彦

特
にダ
ー
ウ
ィン
以
後
の
幾
多
の
新発

見
、
新
理
論
の基
礎
に
立
ち
批
判
し

て、
そ
の
畏
所
レ癖

を
あ
ます
と
こ

ろな
く
記
述
し
て
あ
る
.

ダ
:
ウ
ィン
脊
世
当
附
は生
理
学
、

生
態
学
、
動
物
心
理舞

の諸
科
学
の

発
遼
が不
†分
で
、
ぞ

ワ
イ
ン自
身

が
牛砺
の
内
郡機
擢
、
すな
わ
ち
生
物

の
奎

に
つ
い
て、
現
在
よ
り

見
れ
は
不
T分
の知
識
を
も
つ
て
い
た

た
め
、
彼
の
説
の
欠陥
にた
い
し
て
ラ

マー
ク
説
、
あ
る
い
はク
ロポ
ト
キ
ン

の
相
万秩
助
強
尋
が、
対
立
的
に
考
え

ら
れ
て
いた
が
、
著
者
は生
物
と
環

境
、
碧
蚕

の相
関
関
保
に
お

い
て
、
こ
れ
ら
の理
論
を
正
し
く
騨
価

し
、
進
化
論
が
いろ
!
＼
の
立
場
よ
り

総
合
的
に論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と

'繕
調
し
て
いる
.

ダ
ー
ウ
ィ
ン以
後
の
新
し
い
理
論
と

』
、
また
ダ
ー
ウ
ィ
ン
説
の
丞
足

序補
う
もの
と
じ
て
壷
行
進化
、
適

応放
散
、
足
同
進
化
の
理
禰
'響
慮

に入
れ
る
ぺ
き
を
強
調
し
て
いる
の

ぼ妥
当
で
あ
る
.
すな
わち
材
粁
の

不
足
か
ら
、
ζかく
ダー
ウ
ィン
説

が
機
械
給
的
に
展
開
さ
れた
獅
験

と
、
い
か
に
こ
れが
克
服
さ
る
べ
き

か
を
説
い
て
い
る。
特
に
重
要
な
の

ぽ
メ
ン
デ
ル
・
モル
ガ
ン
流
の
濾
伝

学
に
よ
り
や
＼も
す
れ
に
仔
き
ず
ま

り
キ瞭
わせ
t
澱
伝
進
化
論
の
勉
所

'能慣
摘
して
、
進
化
の
説
朋
に
役
に

"
つ
新
し
い遺
伝
学
の
方
向
亭識朋
礪

に指
摘
し
て
い
る
の
は
卓
見
で
あ

る
。
こ
れは
い
わ
ゆ
る
獲
得
形質
ー7山

関
する
遡
伝
の
問
題
で
「氏
か育
ち

か」
の
基
本
的
の
問
題
であ
る.

さ
らに
読
者
に
特
に
強
調
した
いの

は、
発
生
と
謳
化
に
関
す
ヴ繍
讐

進
化
の
諸
現
藻
は
結局
進
化
し
た
こ
と

一は
発
生
段
阿
が
逸
ん
だ
こと
で
尊
門
家

は
こ
れ
ま
で
知
つ
て
は
いた
が
、
ま
と

め
て
、
さ
ら
に
明確
に
これ
を
鎗
述
が

困
難
で
あ
る
た
め
困
つ
てい
た
が
、
著

名
は
自
身
の
研
究
影h引例
し
て
こ
の
問

題
キ明
ら
か
に
し
て
いる
.
わ
が
国
の

髪
帽需
に
は
、外
国
入
の
宴
験
や
論
述

を
そ
の
ま
、紹
介
し
た
も
のが
多
い

が
、
著
名
は
自身
の研
究
を
諸
汝
に
引

例
し
、
か
つ自
身
の意
見
序卒
匝
に
述

咽嘲馳■脚β 轟亀唱圃■h● 噸一鞠 幽一 匿

製
窮

nを者とし垂

.}難

難

塚靴鍵

奢
の
暴
綾

に
管
『
貝
[め
平
易
で
膿
に
警
轡
及
聖
爵
か

数
の関
係
上約
三
割
方
割愛
さ
れ、
多

れ
ん
こ
と
を
希
灘す
る.

嘱欝
禦
織

露
載
灘
継

陳
代
謝
の側
か
ら
見
た
進
化
の閣
題
に

の
知
識
的
啓
蒙
を与
え
る
も
の
と
確
伺

も
ふれ
ても
ら
い
た
か
つ
た
が、
これ

す
る
。
↓
石
波金
曾
二九
二
貞
、
二
八

 雛

鍵

U隷

蝕
雷

(.藩
董

8

金
の
星

の
騎

士
都パ餌フ駆キ鮎

ソ
同
盟
の
人
民

が
「藁

」

と
呼
ぶ
、
第
二
次

、大
戦
の
蓋
贈の
詩

機
は
過
ぎ
た
.載

争
墨

車
隊
2

口
と
し
て
、
藝
W

の
寵
閾を
し
た
セ

ル
ゲ
イ
。ト
ウ
タ
リ
ノ
ブ
は戦
友と
と

も
に
、
対
独
血
戦
に
荒
れ
た
クバ
ニ何

畔
の
哉
郷
ウ
ス
チ
・ネ
ヴ
ィ
ン
スカ
ヤ

に
帰
って
ゆ
～

彼
を
待
った
仕
事
、
そし
て
ま
た
彼

が
自
ら
の
情
黙
を
う
ち
こん
で
引
受

け
た
仕
事
、
そ
れ
は村
の戦
後
復
興

五
ヵ
年
計
画
、籍

への
建
設

事
嚢
で
ある
.
それ
は
全
ソ
同
盟
の

復
興
蹴
画
の
縮岡
でも
あ
る
.

こ
の
平
和
建
箋

の途
王
に
、
ご

つ
の
恋
が
芽
生
え
た。
‡
人
公
セ
ル
ゲ

イ
と
墾
鶏
場
の
可憐
な娘
イ
リ
ー
ナ
、

セ
ル
ゲ
イ
の
戦
友
で孤
児
で
あ
る
セ
ミ

ヨ
ー
ン
と
セ
ルゲ
イ
の妹
ア
ン
フ
ィ
ー

サ
の
恋
で
あ
る.
だ
が
セ
ル
ゲ
イ
は
忙

が
し
い
.
コ
ルホ
ー
ズ
の
家
預
小
舎
を

作
る
た
め
の木
材
の
買
付
と
運
搬
に
昼
「

夜
を
喜
れ
て働
.
、彼
ド}、
イ
リ
ー
ナ
と

会
ろ機
会
は
とも
す
れ
は
央
わ
れ
勝
ち

で
あ
る
.

し
か
し
、†
人
公
ウ
通
し
て
作
名
バ

バ
エ
フ
ス
キー
は
、
騒
ん
だ
テ
ー
マ

孝、
正
確
に発
腰
さ
せ
て
ゆ
ノ、
そ

こ
に
は箋

全上
毒

の
.片
の
カ

ケ
ラ
だ
に
な
い.
生
居
の
匠
に
花
を

咲
く
恋
愛
と
し
て
あ
く
ま
で
上
題
で

あ
る
農
村
の
㍗
利
襲

ー7甕

し
て

い
る
.
だ
か
らと
い
って
人
間
が
機

械
化
さ
れ
曳
い
る
と
いろ
の
で
は
な

い
.
セ
ル
ゲ
イ
の
社
会
に
は
、
貧
冨

の
譲
別
が
な
ノ、、
コル
ホ
ー
ズ
の
全

}
成
員
が
協
同
し
て
労
作
し
、
共
に
冨

ん
で
ゆ
く
と
い
う
は
つき
り
し
た

基
鼎
の
上
に官
つ
、軟
通
の
日
標
が

あ
る
.
そ
し
て当
り
前
の
人
間
同
芯

が
、
現
実
の
社会
に
お
いて
人
間
の

手
で
は
つ
き
りと
拙握
て
き
る
キ
福

の
希
薄
」み
ち
て
い
る
.

労
働
と
恋
愛
と
い
う
、
わ
れ
わ
れ
の

社
会
に
あ
つ
て
は良
心
的
な
イ
ン
テ
リ

層
が
、
や
や
も
す
れ
ば
絶
対
ズ
膚
に
陥

【り
が
ち
な
こ
の

つ
の問
題
が
、
こ
の

岡
で
は更
に
臼然
に
.致
し
て
、
爪
肉

の
通
つ
た
も
のに
な
って
い
る
.
こ
れ

が
ソ
同
盟
で亥
配
的
な
現
笑
で
あ
る
と

す
れ
は
、社
会
主
蹄
建
般
の
偉
大
さ
は

災

も
疑
鴇
ま
い
.

も
ち
ろん
脚醸
の
華

鵜
交
学
で

あ
る
と
は
い
い切
れ
な
い
.
か
つ
て
の

が
命
文
学
のよ
う
に
、
ほ
と
ばし
る情

熱
の
追力
は見
ら
れ
な
い
。
だ
が
、欄

六
の入
吻
の
(単
な
る
脇
趣
で
す
ら)

い
かに
個
性
に
霞
ん
で
牛
た
と
描
か
れ

て
いる
こと
で
あ
ろ
ろ
。
風
激
櫛写
に

お
いて
、
そ
の
優
美
さ
は
ト
ル
ス
トイ

に追
るも
の
が
あ
る
.
こ
の
作
品
が
一

九
四九
任度
ス
タ
ー
リ
ン
備第
一位
作

品
だと
いう
こ
と
は
む
し
ろ
念頭
に
い

れ
ぬ方
が
よ
い
.
ソ
同
盟
を
好
き
な人

も嫌
いな
人
も
、
す
な
お
に読
ん
で心

に
残
る
作
品
で
あ
る
.
(一二
欝
房
刊

B
6
二寓
○
良

一〇
∪
巴

占
冒

◆
◆

産

鑑

秋
}に

号
特
別
号
と銘
打
}

つ
た
九
・コ
月

月
A解
号
.
国
立

町
を
沸
暮
の
街

ア
か
ら
守
つ
た
中

田
塩

郎
の
「

学園
の喪
失
L
は
頼
も
し
い
か
き
り
.

作
日
アジ
ア
留
学
生
を
樂
め
て
、
岡倉

古
志郎
司
会
す
る
座
馨

「日
本
の
胃

響
ヰ彊
す」
は
満
和
の
あ
た
り
が
ヤ
マ

一特
災
.つ
、愛
と
憎
し
み
の
陰
に
」

}
「いか
に説
む
へき
か
し
の
ほ
か
パ
ー

ル
・パ
ック
の
、飛
ん
で
き
た
唖
紙
」

は
よ
ま
す.
(几
○
円
)

ゴ
ーリ
キ
ー、
翁
獲

噺
日本
又掌

卑

孔
周
隼
寵

念
し

抗
日
統
一毒

西つい
て
の
鴨
出
、

「
カ
ラ

マ
ゾ
フ

彫
義
」
に
つ
い
て
の
ゴ

ー
リ
キ
ー
の
、一
つ
の
論
文
を
か
、
け
震

賊
悪
を
み
せ

て
い
る
.
米
国
の
鑓
歩
酌

作
家
フ

ァ
ー
ス
ト
の

ーヒ
ー
ク
ス
キ
ル

U
S
A
」
は
承
前
窮
.
.回
.
し
か

し
日

款
辮
鯉
脇
駁
惚
渥

と
口
本」
だけ
で
は
あ
ま
り
に
さ
び
し
}

い
。
民衆
の底
か
ら
ふ
き
出
る
新
し
い

泉
が
ほ
し
い.
(八
〇
円
)

・

中
国
、
朝
鮮
の難

人
戻
交
掌

念
日
-.山ち
なん
で
の九

・†
11
合
併
「中
国「
朝
鮮二久
学
特

樂
し号
.
タ
カ
ク
ラ
テ
ル
の
鮨
樹
理

"李
警

の
う
つ
り
か
わり
"島
田
政

雄
.中
国
革
命
と
申
国
華

鯉
はよ
ま

せ
る
.
と～
、に
徳
永
暉
のカ
ムバ
ソク

は力
強
い
感
.
創
作
餌円
五郎
の
.た

熱
薄
鋤
難
襲
一

べき
か
序示
し
て
い
る
。
(八
Q
円
)

1ー

?
6
-

-
一
対
」

レ
舜

い
て

一

ーイ
ソ
ツ

.

イ
」
と
よ

　

む
◎

一

「二
頭
立
し
と
轡
い

て

「
ニ
ト

ゥ
ダ

一

テ
」
と
よ
む
。
だ
か
ら

「対
立
」
と
勝

い
て

「
ツ
イ
タ
テ
」
と
よ
む
・:

ソ
ウ

一

ダ
.
A
新
聞
就

職
試
験

の
作
交

、
対

一

立
」

(
タ
イ
リ
ツ
)
に
ッ
イ
タ
テ
や
フ

ス
マ
や
ビ
ョ
ゥ
ブ
の
こ
と
は
か
り
併
い

た
人
が
あ
る
ヲ丁
り
だ
か
ら
:

・。

～

●…

■…

●-

ニニ
コニ
ロロコニ
ニ
のニ
ニロニ
ロニ
ニ
コニ

映

画

時

評

曽=
=
二
一一=
一二
,ニ
一:
二
一二
冒二一=

シ

ラ

ノ

・
麦

秋

・
白

昼

の

決

闘

エ
ド
モ
ン

・
ロ
ス
タ
ン
著
、
辰
野
隆

鈴
木
個
太
郎
の
名
訳
で
つ
と
に
日

本
に

な
じ
み
深
い

「シ
ラ
ノ

・
ド
・
ペ
ル
ジ

ュ
ラ
ッ
ク
」
は
わ
が
国
に
お
い
て
も
幾

度

も
鍔
台
に
滴
ぜ
ら
れ
、
そ
の
い
わ
ば

縞
侠
家
で孤
論
の正
磯
派
し
や
れ
た
お

喋
り
の
鼻高
男
子
で
此
肇

」叫
は
し
て

き
た
.
映
園
はホ
セ
・フ
ァー
ラ
ー
(

五
〇
年
ア
カデ
ミ
ー
朋
優
賞
)
の
孫
演

序終
始カ
メ
ラ
は把
え
、
舞
台
の
薦場

を
そ
の
ま
ま
シナ
リ
オ
に
持
込
ん
だ
よ

一訪舞
弩

麟

脇

対
日
矯

条
約
に対
す
る

米
、
英
、
ソ
螺
の
見解
はす

で
に
朗
ら
か
にさ
れ
て
い
る

が
、
日
木人
の対
H
講
和
観

が
外人
の目
にど
の
よ
一'2に

写
つ
たか
.
英
誌
エコ
ノ
ミ

ス
ト遷

(九
『

ゴ十
.日
)
の
=

を
昭
介
し
よ
う。

日
煮
入
は
塩
隔
の

木
国
に
彼
ろ
序
ず
式

に
結
び
つ
け
る
一方
アノ
ア

の
も
つ
と
も
強
力
な
「
つの

隣
邦
と
疵
条
約
の
状態
に
置

く
対
日
講
和
条
約
(そ
れ

を
補
足
す
る
馨

臨

協
定
ヰ喬
め
て)
に聴
念
そ

惑
し
な
い
わ
け
に
はゆ
か
な

い
.
日
米
簿

臓協
定
は

も
し
日
本
が
政
墾
菱
けた

場
A口に
は
日本
を防
衛
す
る

こ
と
キ保
障
し
て
いる
け
れ

ど
も
、
日
本人
は
こ
の協
定

は
戦
争
ー
ー
とく
に
日
本
と

・、畢く
無、関
係
の
問
題
を
廻
つ

て
米
国
と
ソ連
の
間
に勃
発

す
る
か
も
知
れ
な
い戦
争
ー

1
に
日
本
人
か
ま
き
こ
ま
れ

る
整
田を
増
加
す
る
も
の
と

感
じ
て
い
る
.

天
護

家
のた
め
に
目δ

覚
し
い
軍
溺
能
力
を
爪し
た

場
こ
そ
日
本
が
と
る
べ
き
も

日
本
人
で
は
あ
つ
た
が、
過

の
と
考
え
て
い
る
.

ぐ
る
戚
は軍
国
a
騨
を
沈
滞

溝
和
条
約
は
議
会
で批
確

さ
せ
、
国
家
の穀
の
な
か
に

さ
れ
な
け
れ
は
な
ら
な
いが

と
ち
こ
も
り鑑

し
蕎

際

も
義

警

れ
る
と
し
て赴

対
守
の
外
に
と
とま
り
た
い

謝
論
レ勇
、づは
野
覚
の政
治

日
本
の
洞
ケ
峠
を

謬
錘
、蹴

予
想
…

肛コ展
ミス烈

鰹

縞

と
い
ろ顔
割
と
結
び
つ
い
た

・r
搾
に
も
とづ
・、も
の
で
あ

絶
望
感
を
日
本
人
の
心中
に

る
か
ら
米ソ
の和
解
が
成
伊

引
起
し
て
い
る
。多
く
の日

す
る
か
あ
る
い
は
H
本
が
米

本
人
は、
現
在
の
相
剋
す
る

国
の政
策
の線
序
逸
脱
す
る

世
界
の
な
か
で
洞
ケ
峠
を
き

よ
うな
場
A口に
は
そ
れ
は
疽

騒霧

㍗ひのの蚊
鱒
碕
餓
曜
進

瑚
り
し
て
い
る
.
手
法
は謬

のき
ら

い
はあ
る
が
軽
い
ア
メ
リ
カ映
圃
に
飼

き
た
人
に
は
見
応
え
が
あ
る
.
「チ
ャ

ンピ
オ
ン
」
序作
った
ス
タ
ンレ
ー
・

ク
レ
マー
脚
作
.
胃
∩
薩

郭
画
で
は
小
事
安
二
郎
の作
った
、

「蔓
秋
」が
枯
れ
た
邦
画
界
に静
か

に
封
切
ら
れ
た
.
「晩
蒋
」
で父
と

娘
の
二
人
を
痛
い
た
彼
は
こ
こ
で同

じ
婚
期
に
あ
る
娘
を
中
心
に
そ
れを

取
巻
く
人
々
序描
こ
ろ
と
し
て
いる

閉
じ
こ
も
り
勝
ち
の彼
の努
力
は
随

所
に
光
る
が
、
馴
れ
た
ロー
・ア
ン

グ
ル
の
カ
メ
ラ
、ヴ
ェイ
カ
ン
ト
◎

艦
シ
ー
ン
等
の
巾
に
眼圃
を
作る
チ法

は
‡
鰭
の
展
開
に
零臼
を
作
り
精
果

と
し
て
は
「晩
祥
」
'ド超
え
る
ま
で
「

繕
黎
鰐
窺
獣餌鰯
〕

思
わ
れ
る
は
ど
忙塑
か
せ
ら
れ
て
い

る
.
も
し
ろ
伊役
て杉
村
春
～
、
管

井

郎
罪
か
導
勺.
珂
れ
に
し
て
も

そ
れ
曇

艇
の中
て
の
人
公
の
な

え
圃・が
・攣

都
て
留

に
窃

=

れ
て
い
る
の
が印
卯
・
知
く
。
'ほ

い
ズ
本
脅齢14ー
伊
のu
"
で
あ
る
.

ま
た
西
部
劇
の舐
色
ご
りち
さ
の

商
い
、自
昼
の
決
閥
」が
村
切
ら
れ

る
。
彫
敏な
配
役
に
惚
叶
ら
れ
常
71を

破
つ
声西
部
劇
の印
象
左
与
ズ
る
.
仁

人
公
の
ジ
エ
ニフ
ァー
・ジ
コ
ン
ズ
が

躍
外
を
主
とし
た
色
彩
撮
彫
の
申
に
些

執

特
に最
後
の
決
闘
の
所
は
圧巻
で

あ
る。
京
大
映
面
部
諄
写
翼
は
判
臼

腫
の
決■
」よ
り

朝
H
新
聞
は
i
月
　日
か
ら
朝
ク
刊
一本
建
六
買
制
(随
時
八
負

)
キ
押
用
す
る
こ
と
にな
り
ま
し
た
.

こ
れ
は
聾

二↓
余
則
の
紙
面
序誘
つ
た朝
日新
聞
が
、

聯
華
に
よ
る
紙
不
足
と統
制
の
た
め
に
ク
刊
か廃
旦
し
一買
に
抑

・ズら
れ
て
い
た
の
が、
霧
次
第
に
四
闘
回
数
を
増加
し
、
今
回

更
に
六
貢
に
鞭
躍
し
夕
刊
ヰ復
落
し
て
響

両
配
さ
れ
る
こと

に
な
り
、
岐
前
の
爪裏
の姿
に
纏
帰
し
た
わ
け
です
.

一昨
年
ー
.
月
に簡

し
た
「夕
刊
朝
μ
新閥
」
は朝
刊
「朝
日

新
聞
」
と
は
別
個
の難
前
であ
っ
た
、め
、
ダ
刊
配
緬が
朝
刊
に

も
軍
複
し
て
い
た
が
、
ム、度
の朝
夕
刊
.木
難
は
こ
の朝
夕
刊
別

延
'灘
止
し
、
新
しく
朝
ク
刊
遷
鯖
す
る
リ
レ
ー
・シ
ステ
ム
で

扁
集
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
のた
め
に
記
畷
の
軍
樫
はな
く
な
り
、

六
執
の
紙
画
が
完
全
に
贋
用さ
れ
、
そ
れ
だ
け
紙
湘
の繁

刷
新

序
計
る
わ
け
で
あ
り
ま
す.

鷺
和
条
約
後
の
新
璃

に対
応
し
て
滋
界
の
憎
勢
、
新
し
い口
木

の
威
を
知
る
た
め
に
、内
外
通
桝
網
の
膚薦
し
た
「世界
の朝

日
」
を
御
剛
待
のL蟹

聞の
嚢

をお
謝

致
し
ま
す
。

朝

日

新

聞

肚

に秋 あり
鄭C角、奈艮は興しい所だo自
然が焚しく、残つ(ゐ る趣築も興しい
oそ して;つが互!こ嗣けあつ
てゐる点は他に比を見ないと云つ
て差支へないo

富賀直魑

近畿日庵鉄道

」冨70"吻 。焔

筑
和
黍
刷の
調
副
も
終
り
ます

ま
す
憂

を
加え
ゑ
円内
及

び
諾
外
国
の
ニ
ュ
ー
ス
を出
速

二
廿
磁
に
読
若
各
位
に伝
え
る

べ
く
毎
日
新聞
は十
月
一日
よ

り
密
目
六
ペ
ー
ジ
(朝
刊
四
頁

夕
刊
二
頁
)
建の
朝
夕
刊
セ
ソ

ト
訓
を
実施
致
し
ま
し
た
.

こ
れ
によ
り
徒
望
ほ
朋
個
の
新

聞
の廼
前
虫
取
っマ
参
り
ま
し

た朝
刊
と
ク
刊
は
完
4.に
【対

の毎
日
新
聞
と
な
D
.
一貫
し

た記
嵐
も
Ω
窩
に
軒
鮮
な
紙面

を朝
夕
.回
に
わた
う
て
お家

庭
にお
届
け
貿
し
屯
す
、
いよ

/
＼
充
実
す
る
毎
日
粁聞
岸建

非
御
婬
畝ト
さ
い

匹＼

挺π毎石7
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